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薬と正しく付き合うための思考力や実践力を育成するとともに，運動や食事などの生活習慣と健康に

関する知識や理解を深めることを目指し保健の授業を実践した。その際，学習する知識や理解の内容や

単元のつながりを整理し， 「体のしくみ」に重点をおいた学習計画を作成した。また，思考力を高め実

生活に生きる実践力を育むために，探究活動として4つの実験を取り入れ， 「体のしくみ」と「薬」に

ついて考察する時間を設けた。

その結果，各自がこれまでの生活を振り返り，改善点をみつけ，今後の薬との関わり方や生活の在り

方について考える事ができるようになった。特に，探究活動は，学習した知識や理解を深めるだけでな

く，多面的・複眼的な視点で考察することができ，思考力を高め実践力を育むのに大変効果的であるこ

とを確認できた。

1 . はじめに
2005年の中央教育審議会「すべての子どもたちが身に

付けているべきミニマム」において，保健の具体的な内

容の検討が行われ，この度の学習指導要領では，小• 中

•高等学校を通じて保健の指導内容の改善や体系化が図

られるとともに，小学校から高等学校までの学習展開の

基本的な方向が示された。その中で，学校教育における

「くすり教育」の必要性が言及され，現行の学習指導要

領では，中学校の学習内容に「医薬品の正しい使用」が

位置づけられ，裔等学校においては，医薬品の適切な使

用についての内容が充実されるとともに医薬品の承認制

度や販売規制についての内容が新たに取り上げられた。

加えて， 2013年3月の国立教育研究所「教育課程の編成

に関する基礎的研究報告書5 社会の変化に対応する資

質や能力を育成する教育課程編成の基本原理」の中で『21

世紀型能力』が提案され，思考力を中核と位置づけ，そ

れを支える基礎力と，思考力の使い方を方向付ける実践

カの 3層構造が図示された。学習指導要領保健の目標に

「生涯を通じて自らの健康を適切に管理し，改善してい

く資質や能力を育てる」とあるが，保健の授業を行う上

では，健康について考えていく資質や能力・ 態度を育て

ることを目指し，身に付けておくべき基礎力や思考力と

は何か，またそれを実践していくことができるようにす

るためにどのような授業を展開していくのかを考えてい

くことが求められる。

以上のような背景を踏まえ，昨年中学校3年生女子を

対象に，セルフメディケーションの実践力育成を目指し

保健の授業を実践した。その際，生徒が身に付けておく

知識や理解を，薬に関する知識や理解に加え，吸収から

排泄までの流れ，自然治癒力（恒常性維持機能・自己再

生機能・自己防衛機能），免疫系， 自律神経や内分泌系

と考えた。また，学習内容を確かめ習得した知識や理解

を深めるために，実物の薬を使った実験を取り入れ授業

を展開した。その結果，生徒たちは実験を通して科学的

に知識・ 理解を深め，薬を適切に使うための思考力や判

断力を高めることができた。さらに，薬と向き合う意識

や姿勢も確かなものにすることができるなど大きな成果

が得られた。一方で，薬について考えていくために必要

な学習内容を選択し，集約して授業を展開したため学習

内容が膨大になったこと， 「医薬品の正しい使用」と他

の単元とのつながりを考えながら学習計画を立てるこ

と，実験の精選や他教科との関連を図りながら授業を展

開することなどが課題としてあげられた。

そこで今回は，昨年の成果と課題を踏まえ，学習する

知識や理解の内容を整理し，単元のつながりを考え学習

計画を作成した。また，昨年は学習内容を確かめ知識や

理解を深める目的で実験を行ったが，今回は探究活動の

場として実験を行い，他者と関わり仮説を立てる中で「体

のしくみ」と「薬」について多面的，複眼的な視点で考

えることができるようにした。この授業を通じて，薬と

正しく付き合うための思考力や実践力を育成するととも

に，運動や食事などの生活習慣と健康に関する知識や理

解を深めることも目指す。

2. 生徒の現状（授業前のアンケートから）
授業前に中学3年生男子61名を対象に，日頃薬とどの

ように関わっているかについてアンケート調査を行っ

た。調査項目は以下の 5つである。
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